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松本　光正
題材について
 生徒観が題材というのは妙であるが今回は一般的書式に合わせた。

　3年選択英語は週一回である、よって前時の内容はほとんど忘れられていること多い。効率良く一単位時間内で完結する学習内容でないと評価が難しい。

松本　光正
生徒の伝えようとする態度を生かした活動を重視し、発展的な選択英語科Writing 指導を試みている----具体的には
①校内メール交流（AETやJTE、友人と）
②校外メール交流（国内校や海外の学校と）
③Webディベート、Internetで他校とディスカッションやディベートをする

松本　光正
　中学校段階ではあまり「プロセスライティング」は行われないと思うが、中学3年生でも「書く」ということがもっぱら受験のための訓練的要素しかなく、楽しんで書くとか相手を想定してコミュニカティブに書くということがほとんど無い。伝達内容を重視したライティングを通して生徒に「書く喜び」を味わってもらうのがこの選択の意義である。
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松本　光正
　あくまで時間内にDraftチェックをすることが最大の目的である。書き終わった生徒がFirst_Draftをチェックしてもらうのは当然だが、そうでない生徒に対しても時間内で途中途中でコメントしながらその場で内容的に評価してしまうこととする。
送信相手が本校常駐のAETであるため、評価規準に基づいて放課後等利用してAETにも評価をしてもらう。

松本　光正
STUDY-NOTE’
　BBSやメール、データベース機能を備えた多機能グループウェアである。
小学校をメインに中学校でも良く使われる。
　校内LANが組まれていれば学年を超えた英文交流が多彩な形でできることとなる。調べ学習から個人ポートフォリオなど使い方によってはさまざまな形式のコミュニケーションが行える。

松本　光正
評価規準・基準はその具体的評価方法にもかなり依存している、評価方法によっては正しく測れない場合もある。ここでは観察法、分析法を中心に行った。


	第3 学年選択英語科学習指導案
	１．題材観
	２．題材について
	（１）生徒観
	（２）題材観
	（３）指導観

	３．指導目標
	４．指導計画
	５．本時の指導
	６．備考：

		2002-12-15T21:30:59+0900
	Matsumoto Mitsumasa




